


厳
し
さ
続
く
町
財
政

町
税･

地
方
交
付
税･

寄
附
金
が
減
少

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
３
４
３
７
万
円
、
地
方

交
付
税
１
億
６
２
９
６
万
円
、
寄
附
金
が
６
３
７
５
万

円
な
ど
、
前
年
度
か
ら
減
少
し
た
も
の
の
、
国
庫
支
出

金
３
９
０
３
万
円
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
４

億
６
８
０
０
万
円
、
町
債
が
２
１
７
０
万
円
増
加
し
た

た
め
、
前
年
度
比
２
億
１
８
８
８
万
円
増
、
率
に
し
て

４
．
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

小
中
学
校
教
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
事
業
終
了
等
に

よ
り
物
件
費
２
２
３
７
万
円
や
ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
の

品
の
減
な
ど
に
よ
り
補
助
費
等
が
１
９
２
６
万
円
、
産

業
振
興
資
金
な
ど
の
貸
付
金
等
も
７
３
０
万
円
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
ま
し
た
。

地
方
債
残
高
も
２
億
８
１
６
１
万
円
減
少
し
、
51
億

４
７
５
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

ほ
か

６
会
計

決
算
総
額
７
３
億
９
０
４
５
万
円

を
認
定
可
決

９
月
27
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
第
２
回

定
例
会
で
は
平
成
29
年
度
各
種
会
計
決
算
な
ど
、
議
案

９
件
、
認
定
７
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
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歳

入

○平成２９年度えりも町会計別決算総括表

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引残高

一 般 会 計 ５１億６４７８万円 ５１億 １２６万円 ６３５２万円

国民健康保険特別会計 １１億８０８６万円 １１億６２４０万円 １８４６万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 １億３２５４万円 １億３１７５万円 ７９万円

診 療 所 特 別 会 計 ３億４２０１万円 ３億４０５５万円 １４６万円

下 水 道 特 別 会 計 １億８０９６万円 １億８０４３万円 ５３万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ４億２００６万円 ４億１３４５万円 ６６１万円

後期高齢者医療特別会計 ６１１４万円 ６０６１万円 ５３万円

合計 ７４億８２３５万円 ７３億９０４５万円 ９１９０万円

（※千円以下四捨五入のため合計は一致しません）

歳入合計

５１億６４７８万円

平
成
29
年
度

一
般
会
計
決
算
の
あ
ら
ま
し

歳

出
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※ 表の見方

・職員の給与・議員報酬

・共済組合等の負担金ほか

〇人件費

・障害者介護・訓練等給付・

児童手当等・臨時福祉給付

〇扶助費

① 決算額

② １世帯当の金額

③ １町民当の金額

① １,０３６，９７３千円

② ４９０，９９１円

③ ２１８，５８６円

〇性質別項目

・公債の償還（返済）や利子

の支払いに要する経費

〇公債費

① ７０４,２３４千円

② ３３３,４４４円

③ １４８,４４７円

① ２８６，０８５千円

② １３５，４５７円

③ ６０，３０５円

・共済負担金等・臨時保育士、

英語指導助手等賃金・エゾシ

カ捕獲等報償金・各種施設管

理・備品購入費ほか

〇物件費

① ７５３，４７４千円

② ３５６，７５９円

③ １５８，８２７円

・利益金の一部を留保して蓄

積するもの。

〇積立金

① ４５２，４００千円

② ２１４，２０５円

③ ９５，３６３円

・産業振興資金・奨学資金

・労働者福利厚生資金ほか

〇貸付金

① ６０，７２０千円

② ２８，７５０円

③ １２，７９９円

・国民健康保険診療所、下水

道等の特別会計への繰出し

〇繰出金

① ５１１，１０３千円

② ２４２，０００円

③ １０７，７３７円

・日高東部消防・衛生組合へ

の負担金等

〇補助費等

① ６２０，３２５千円

② ２９３，７１４円

③ １３０，７６０円

・公共施設や公営住宅等の維持管理

・道路維持・河川維持・港湾管理

〇維持補修費

① １０５，６９６千円

② ５０，０４５円

③ ２２，２８０円

・水産物荷さばき施設設置
・公営住宅建設
・庶野放課後児童クラブ整備
・笛舞・大和地区土地購入
・橋梁長寿命化・架替事業、

橋梁点検事業
・水産物供給基盤機能保全事業

〇普通建設事業費

① ５７０,２５３千円

② ２７０，００６円

③ １２０，２０５円

歳出合計

５１億１２６万円

○平成２９年度えりも町会計性質別歳出の状況

・主な使用用途



ブ
ロ
ッ
ク
塀

緊
急
点
検

平
成
30
年
度

歳
出

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
対
策
費

６
８
５
万
６
千
円

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
岬
小
学
校
な

ど
７
件

・
愛
媛
県
大
洲
市
災
害
見
舞
金

８
０
０
万
円

内
１
０
０
万
円
は
、
当
町
か
ら

の
寄
附
。
残
り
７
０
０
万
円
は

被
災
し
た
大
洲
市
に
代
わ
っ
て

代
理
受
領
し
た
寄
附
金

・
高
齢
者
等
冬
期
生
活
支
援
金

（
福
祉
灯
油
）
１
６
０
万
円

昨
年
よ
り
３
千
円
多
い
一
世
帯

８
千
円
を
口
座
へ
振
込
む

・
一
般
廃
棄
物
処
理
・
埋
立
計

画
等
策
定
に
係
る
委
託
費

６
１
５
万
６
千
円

え
り
も
町
へ
の
ゴ
ミ
一
部
搬
入

に
伴
い
、
内
３
０
１
万
３
千
円

は
様
似
町
が
負
担

・
交
流
館
ひ
な
た
修
繕
料

45
万
９
千
円

・
下
水
処
理
場
修
繕
料１

２
０
万
円

運
搬
車
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
修
繕

・
住
宅
改
修
工
事
等
補
助
金

２
０
０
万
円

申
請
件
数
の
増
加
に
よ
る
も
の

・
障
害
児
入
所
給
付
費
等

１
５
８
万
３
千
円

入
所
児
童
の
増
加
に
よ
る
も
の

段
階
的
に
タ
バ
コ
値
上
げ

え
り
も
町
税
条
例
の
改
正

・
個
人
町
民
税

所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

給
与
所
得
控
除
額
等
が
10
万

円
引
き
下
げ
ら
れ
、
基
礎
控

除
を
同
額
引
き
上
げ
る
こ
と

に
伴
い

①
障
害
者
等
の
所
得
の
非
課
税

限
度
額
を
１
２
５
万
円
か
ら

１
３
５
万
円
に
引
き
上
げ
る

②
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税

限
度
額
を
従
来
の
基
準
に
10

万
円
加
算

③
基
礎
控
除
の
適
用
に
所
得
要

件
を
追
加

合
計
所
得
が
２
４
０
０
万
円
以
下

33
万
円
→
43
万
円

２
４
０
０
万
円
超
～
２
５
０
０
万

円
以
下

29
万
円
～
15
万
円

２
５
０
０
万
円
超

基
礎
控
除
額

０
円

・
た
ば
こ
税

①
た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ

平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
の
４

年
間
で
１
本
当
た
り
１
円
ず
つ

計
３
円
を
引
き
上
げ
る

②
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式

の
見
直
し

従
来
、
加
熱
式
た
ば
こ
は
紙
巻

た
ば
こ
よ
り
税
率
が
低
く
、
加

熱
式
た
ば
こ
間
に
お
い
て
も
税

率
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
の
５

年
間
で
紙
巻
た
ば
こ
と
同
等
程

度
に
税
率
を
引
き
上
げ
る

・
固
定
資
産
税

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
規

定
す
る
導
入
促
進
基
本
計
画
を

町
が
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き

中
小
企
業
が
取
得
し
た
一
定
の

機
械
・
装
置
等
に
つ
い
て
３
年

間
固
定
資
産
税
を
免
除
す
る
も

の
え
り
も
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
条
例
の
改
正

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援

員
と
な
る
資
格
要
件
は
、
従
来
、

高
卒
以
上
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

５
年
以
上
補
助
員
と
し
て
従
事

し
た
中
卒
者
に
も
拡
大
す
る
も

のえ
り
も
町
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
に
関
す
る
条
例
の
制
定

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

｢

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者｣

の
指
定
権
限
が
、
北
海
道
か
ら

町
へ
移
譲
さ
れ
る
こ
と
か
ら
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
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補
正
予
算

条
例
改
正

表紙の説明
１０月１４日、えりも小学校の学習発表会において６年

生が伝統芸能の駒踊りを披露しました。躍動感ある

踊りと楽器の一体感が非常によく表現されていました。

練習は、３週間にわたり行われたとのことです。

講師の先生方、関係者の方々お疲れ様でした。
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９
月
の
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
私
が
委
員
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
前
日
の
本
会
議
の

中
で
代
表
監
査
委
員
か
ら
平
成

29
年
度
決
算
の
審
査
結
果
に
つ

い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ

を
受
け
て
28
日
に
審
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。
一
般
会
計
及
び
６

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
の
審
議

が
な
さ
れ
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
全
会
計
と
も
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
並
び
に
理
事
者
説
明
員
に

は
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

決
算
の
審
査
を
通
じ
て
数
々

の
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
算
の
適
正
か
つ
効
率

的
執
行
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。財

源
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
非
常
に
厳
し
い
現
状
に
あ
り

ま
す
。
特
に
滞
納
金
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
ど
の
様
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
の
質
問
が
多
く
出

さ
れ
、
不
公
平
感
を
無
く
す
た

め
に
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

今
年
は
、
台
風
の
発
生
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
昆
布
漁
や

鮭
漁
も
全
般
的
に
良
か
っ
た
よ

う
で
す
。

町
の
経
済
を
支
え
る
産
業
で

す
の
で
、
大
漁
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
日
増
し
に
寒
さ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
健

康
で
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

決算審査とは、町長から付された決算書等について審査を実施し、監査委員の合

議によって審査結果に関する意見書を作成し町長に提出するものです。

収入未済額について

平成29年度末の一般会計の収入未済額は、1億6,474万6,412円であり、前年比

455万2,820円、2.7％の減となっております。 また、特別会計を含む全会計で

の未済額は、4億8,541万8,541円で、3.9％、1,951万8,929円の減となりました。

平成29年度末の収入未済額は減額となっており、昨年度から実施した札幌道税

事務所及び日高振興局への徴収嘱託など、町税等を中心に前向きな取り組みが進

められ、その効果が表れたものと考えます。しかし、負担の公平性を確保するた

めにも引き続き、収納対策会議等の場で情報を共有し、全庁的な課題として適切

な対応を図り、収入未済額の縮減に取り組まれたい。

町税(国民健康保険税を含む)の不納欠損額は、1,272万6,183円(前年度283万

9,776円)であります。 不納欠損処分については、関係法令に則り適正に処理さ

れているものと認められますが、負担の公平及び歳入確保の面での影響が大きく

慎重かつ厳正な取扱いが求められるものであり、今後、各課で抱えている収入未

済額の不納欠損処理については、各担当課の連携を密にし、町全体の取組みとし

て的確な対応に努めていただきたい。

えりも町監査委員 小関孝雄
えりも町監査委員 高松亮裕

監査委員、決算審査結果を報告

今回は、決算審査意見書の中から｢収入未済額｣につい

て抜粋して掲載します。

収入未済額

年度末までに支払

われていない税金

や使用料・水道料

などの額。(滞納

額とほぼ同じ)

不納欠損処分

相続の放棄や時効

の成立によって徴

収が不可能となり

損金として処理す

ること

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

大
坂

庄
吉
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・えりも町に搬入するゴミは、破砕不燃物と直接埋立物

の２種とする。

・広域化に伴い埋立基本計画等の策定にかかる経費

約１千万の負担割合はえりも町３０％、様似町７０％

とする。

様似町からのゴミ受け入れ

・防衛省は、襟裳分屯基地において、警戒監視能力を大幅

に向上させることができる新型のレーダーの開発を行う。

次期警戒管制レーダー

・①全面復旧

②鉄道(鵡川～日高門別)＋バス

③全線バス ３つの中から１１月末までに最終決定。

・バス転換の場合

①静内～えりも間の直通便を運行する。

②路線の町負担分について開始後１８年間はJRが

支援するとのことだが、既存バス路線庶野～

広尾間の日勝線（えりも町と広尾町各600万円

でJRに運行委託) は今後個別に協議する。

ＪＲ日高線の復旧について

小型風力発電(２０kw)及び付帯設備建設の場合

・住宅から原則１００m以上離すこと、騒音・電波障害・

自然環境等に関する基準を遵守または配慮すること。

・事業者は計画段階で、えりも町、関係住民等に対し

事業説明をすること。

特に住民に対する説明に当たっては不安や疑問を可能

な限り払拭するよう努めること。

・破損、事故、騒音等の苦情、障害等が発生した場合は、

速やかにえりも町に報告すること。

・事業が終了した場合は、責任を持って施設を撤去する

こと。

小型風力発電ガイドライン

・上歌別から旧肉牛牧場に至る道路で、追分峠に

架かる無名橋は、平成２８年の熊本地震で倒壊

したロッキング橋脚構造と呼ばれる橋で、国か

ら平成３１年度までに耐震補強するよう求めら

れている。

・費用対効果を検討した結果、今後の被害防止や

維持管理費等を考慮し、開発局・北海道と解体

する方向で協議している。

・解体した場合の別ルートを検討中。

国道336号に架かる無名橋

解体予定の無名橋



問

高
松
議
員

新
築
ま
た
は
購
入
し
た

住
宅
に
住
む
職
員
に
対
し

支
給
さ
れ
る
「
持
ち
家
手

当
」
は
、
全
国
的
に
は
１

割
程
度
に
減
少
し
た
が
、

道
内
で
は
依
然
と
し
て
６

割
程
度
の
自
治
体
が
未
だ

支
給
し
て
い
る
が
、
当
町

の
現
状
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
最
近
、
住
居
を

借
り
受
け
、
家
賃
を
払
っ

て
い
る
職
員
に
支
給
さ
れ

る
「
住
居
手
当
」
の
不
正

受
給
が
盛
ん
に
報
道
さ
れ

て
い
る
が
当
町
で
は
ど
の

よ
う
な
場
合
に
支
給
さ
れ
、

そ
の
額
は
。
支
給
の
た
め

の
手
続
き
は
適
正
か
。

答

総
務
課
長

「
持
ち
家
手
当
」
は
以
前
、

新
築
ま
た
は
購
入
か
ら
５

年
間
は
月
額
２
５
０
０
円

を
支
給
し
て
い
た
が
、
平

成
21
年
12
月
１
日
で
廃
止

し
て
い
る
。

「
住
居
手
当
」
は
、
月
額

１
万
２
０
０
０
円
を
超
え

る
家
賃
を
支
払
う
こ
と
が

要
件
で
、
概
ね
半
額
程
度
、

月
額
２
万
７
０
０
０
円
を

限
度
に
支
給
し
て
お
り
、

父
母
や
配
偶
者
が
所
有
す

る
住
宅
に
居
住
す
る
場
合

は
除
か
れ
る
。

支
給
要
件
を
満
た
す
職

員
に
は
、
賃
貸
契
約
が
締

結
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
を
提
出
し
て
も
ら

い
、
そ
の
内
容
・
事
実
を

確
認
し
て
支
給
し
て
い
る
。

問

高
松
議
員

今
年
６
月
、
大
阪
府
北

部
地
震
で
登
校
中
の
女
子

児
童
が
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
下
敷
き
に
な
り
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

国
は
全
国
の
学
校
等
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
を

行
う
よ
う
通
知
し
た
。

当
町
で
も
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
安
全
対
策
費
が
今
定
例

議
会
の
補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
公
共
施
設
や
学
校
周
辺

の
も
の
で
あ
る
。
文
部
科

学
省
の
調
査
で
安
全
性
に

問
題
が
あ
る
の
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
設
置
す
る
学
校
の

６
割
と
の
事
を
考
え
れ
ば
、

民
間
設
置
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
つ
い
て
も
安
全
性
に
問

題
が
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

通
学
路
や
道
路
沿
い
の
民

間
設
置
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
点
検
を
重
点
的
に
実

施
し
、
そ
の
他
の
場
所
に

つ
い
て
は
要
望
が
あ
れ
ば

町
が
無
料
で
点
検
す
る
旨

を
、
住
民
に
周
知
し
て
は
。

答

建
設
水
道
課
技
術
長

昭
和
53
年
宮
城
県
沖
地

震
を
教
訓
に
昭
和
56
年
、

建
築
基
準
法
の
大
幅
改
正

に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐

震
基
準
も
引
き
上
げ
ら
れ
、

高
さ
３
ｍ
か
ら
２
．
２
ｍ

へ
と
低
く
す
る
事
や
内
側

か
ら
控
え
壁
の
設
置
間
隔

な
ど
耐
震
要
件
が
厳
格
化

さ
れ
た
。

大
阪
北
部
地
震
の
後
、

７
月
広
報
折
込
に
て
「
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
緊
急
情

報
と
し
て
所
有
者
も
分
か

る
よ
う
な
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
」
を
掲
載
。
ま
た
、

相
談
窓
口
を
日
高
振
興
局

と
役
場
建
設
水
道
課
に
開

設
。
し
か
し
問
合
せ
等
も

少
な
く
、
今
回
、
胆
振
東

部
地
震
の
事
も
あ
り
再
度

チ
ラ
シ
等
の
配
布
を
考
え

て
お
り
、
所
有
者
の
希
望

が
あ
れ
ば
点
検
等
も
考
え

て
い
る
。

鉄
筋
が
入
っ
て
る
か
ど

う
か
に
関
し
て
は
費
用
が

掛
か
る
が
、
レ
ン
タ
ル
で

機
器
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
の
で
町
内
業

者
で
も
で
き
る
も
の
と
考

え
て
お
り
チ
ラ
シ
等
に
掲

載
を
考
え
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だり ＮＯ２７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜7＞

高松 亮裕議員

住
居
手
当
の
支
給
手
続
き
は
適
正
か

内
容
を
確
認
し
て
支
給
し
て
い
る

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待
を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたって執

行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政

策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

民間設置のブロック塀にも安全点検を

通学路等の安全点検は難しい

改
修
が
待
た
れ
る
福
祉
セ
ン

タ
ー
横
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀



問

鈴
木
議
員

新
聞
に
よ
る
と
小
中
学

生
の
通
学
か
ば
ん
が
健
康

に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
重
さ
に
達
し
て
い
る
と

の
声
が
あ
る
な
か
、
文
科

省
は
、
全
国
の
教
育
委
員

会
に
重
量
等
に
配
慮
す
る

よ
う
求
め
る
通
知
を
だ
し

た
。か

ば
ん
の
軽
量
化
は
通

学
等
の
安
全
確
保
に
繋
が

り
、
「
置
き
勉
」
は
子
供

の
自
主
性
を
育
む
な
ど
、

教
育
的
な
効
果
も
現
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
か

ら
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

町
の
見
解
は
。

答

教
育
支
援
課
長

広
島
市
の
中
学
生
が

「
重
い
か
ば
ん
」
の
動
画

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

配
信
し
た
こ
と
で
反
響
を

呼
び
、
新
聞
等
で
話
題
に

な
っ
た
。

こ
の
報
道
を
受
け
、
教

育
委
員
会
で
も
校
長
会
議

に
お
い
て
各
校
の
状
況
を

聴
き
取
っ
た
と
こ
ろ
、
重

い
と
感
じ
て
い
る
子
も
い

た
が
、
曜
日
や
学
年
に
よ
っ

て
違
い
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
既
に
「
置
き
勉
」

を
実
施
し
て
る
学
校
も
あ
っ

た
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

自
家
用
車
で
の
通
学
が
多

く
、
重
い
と
の
話
は
聞
い

て
い
な
い
。
部
活
動
の
道

具
も
重
な
る
た
め
、
時
間

割
等
を
確
認
し
慎
重
に
考

え
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

再
度
、
各
校
の
状
況
を
点

検
し
て
ほ
し
い
旨
を
伝
達

し
、
そ
の
後
の
学
校
で
の

取
組
状
況
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
全
校
に
お
い
て
学

習
道
具
類
等
の
「
置
き
勉
」

は
実
施
さ
れ
て
お
り
、
教

科
書
類
に
つ
い
て
は
、
教

務
部
等
を
中
心
に
検
討
に

入
っ
て
い
る
。

「
置
き
勉
」
に
つ
い
て
は
、

学
年
や
学
校
別
の
違
い
を

考
慮
し
つ
つ
、
校
内
統
一

し
た
対
策
と
す
る
こ
と
や
、

保
護
者
と
連
携
し
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
家
庭
学
習
や
健
康

安
全
面
を
考
慮
し
な
が
ら

児
童
生
徒
を
主
眼
に
お
き
、

対
応
す
る
。

問

大
坂
議
員

①
え
り
も
図
書
館
に
は

蔵
書
は
何
冊
置
か
れ
、

一
日
の
利
用
者
数
と
年

齢
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

②
今
年
度
は
、
ど
の
よ

う
な
図
書
を
購
入
さ
れ
、

今
後
の
予
定
は
。

③
読
書
相
談
に
応
じ
る

な
ど
読
む
べ
き
本
に
つ

い
て
助
言
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
。

④
本
の
寄
付
の
受
入
れ

に
つ
い
て
は
。

答

教
育
支
援
課
長

①
現
在
の
蔵
書
は
、
２
万

８
８
５
２
冊
で
、
一
日
の

利
用
者
数
は
10
人
程
度
で

あ
る
。
年
齢
構
成
は
10
代

以
下
と
30
代
の
利
用
者
が

比
較
的
多
く
、
50
代
以
降

が
少
な
い
傾
向
で
あ
る
。

②
９
月
20
日
現
在
、
２
２

７
冊
を
購
入
し
57

％
は

「
児
童
書
」
で
あ
る
。
今

後
も
図
書
の
充
実
を
図
っ

て
ゆ
く
。

③
で
き
る
限
り
読
書
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
、

利
用
者
が
学
習
・
研
究
・

調
査
を
目
的
と
し
て
必
要

な
情
報
・
資
料
を
求
め
た

際
に
、
情
報
そ
の
も
の
あ

る
い
は
必
要
と
さ
れ
る
資

料
を
検
索
・
提
供
・
回
答

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ

を
助
け
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
貸
出

予
約
サ
ー
ビ
ス
」
も
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
幼
児
か
ら
一
般

向
け
に
全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
が
選
定
す
る
「
よ

い
絵
本
」
を
紹
介
し
た
り

芥
川
賞
や
直
木
賞
、
本
屋

大
賞
等
の
受
賞
作
品
等
を

紹
介
し
て
い
る
。

④
図
書
室
に
一
度
、
ご
連

絡
を
い
た
だ
き
、
町
民
の

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
状
態
（
品
質
）
か
、
時

間
経
過
と
共
に
本
の
価
値

が
失
わ
れ
て
い
な
い
か
等

の
確
認
を
し
た
う
え
で
受

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

も
し
、
寄
贈
を
考
え
て

お
り
ま
し
た
ら
図
書
館
に

一
度
連
絡
を
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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重
い
通
学
か
ば
ん
対
策
を

家
庭
学
習
や
健
康
安
全
面
を

考
慮
し
て
対
応
す
る

鈴木 勇髙議員

大坂 庄吉議員

図
書
館
の
蔵
書
と
利
用
者
は

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

重いかばんを背負った小学生

児童書が充実しているえりも町図書館



問


本
議
員

現
在
の
教
職
員
住
宅
は
、

築
30
年
以
上
経
過
し
た
建

物
も
有
り
、
老
朽
化
が
激

し
く
空
き
住
宅
も
目
立
つ
。

将
来
の
人
口
減
に
伴
い

教
職
員
数
も
減
少
す
る
と

思
わ
れ
、
よ
り
建
物
維
持

管
理
計
画
や
効
率
化
が
求

め
ら
れ
る
。

ま
た
、
財
政
負
担
を
抑

え
、
民
間
活
力
を
活
か
し

た
住
宅
建
設
を
推
進
し
た

い
。
教
職
員
は
、
若
い
方

や
都
会
か
ら
く
る
方
が
多

い
た
め
、
今
の
住
環
境
で

は
「
古
い
、
不
便
」
と
の

声
も
あ
り
、
改
善
で
き
な

い
か
。
そ
こ
で

①
現
在
の
教
職
員
住
宅
の

入
居
状
況
は
。

②
今
後
の
建
設
計
画
は
。

③
民
間
賃
貸
住
宅
を
建
設

す
る
事
業
者
に
助
成
金
を

交
付
で
き
な
い
か
。

④
空
き
住
宅
を
有
効
利
用

で
き
な
い
か
。

答

教
育
支
援
課
長
補
佐

①
教
職
員
住
宅
は
全
体
で

84
戸
あ
り
、
内
59
戸
は
国

庫
補
助
金
で
建
設
さ
れ
、

残
り
25
戸
は
国
庫
補
助
金

が
な
い
高
校
住
宅
で
あ
る
。

現
在
の
教
職
員
住
宅
の

入
居
状
況
は
合
計
58
名
で
、

空
き
住
宅
は
26
戸
で
全
体

の
30
％
を
占
め
て
い
る
。

②
今
後
の
建
設
計
画
は
、

老
朽
化
や
補
助
金
制
度
の

関
係
上
、
建
設
後
45
年
間

は
解
体
や
建
替
が
で
き
な

い
こ
と
を
考
慮
し
、
平
成

35
年
度
ま
で
に
新
浜
・
大

和
地
区
に
６
戸
の
建
設
を

計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
既
存
住
宅
の
修

繕
は
、
一
部
急
務
の
も
の

が
あ
り
、
予
算
確
保
に
努

め
教
職
員
の
住
環
境
整
備

に
努
め
た
い
。

③
近
年
、
道
内
の
複
数
町

村
で
は
、
教
職
員
住
宅
建

設
に
対
し
助
成
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
主
に
、
移
住
・

定
住
促
進
目
的
で
あ
る
。

現
行
の
補
助
制
度
へ
の
逆

行
の
恐
れ
も
あ
り
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

④
平
成
37
年
度
に
は
小
学

校
の
児
童
数
が
２
０
０
名

程
度
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
恒
常
的

な
空
き
住
宅
の
発
生
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
も
町
長

部
局
と
協
議
し
検
討
し
た

い
。

問

石
川
議
員

本
年
３
月
に
、
27
年
後

の
２
０
４
５
年
に
は
、
え

り
も
町
の
人
口
が
現
在
の

半
分
程
度
の
２
３
６
２
人

と
推
計
が
出
さ
れ
た
。

人
口
減
少
は
町
の
産
業

や
行
政
に
と
っ
て
深
刻
な

影
響
が
あ
り
最
重
要
問
題

だ
と
思
う
が
町
と
し
て
、

そ
の
原
因
と
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答

企
画
課
長

人
口
減
少
の
原
因
と
し

て
は
様
々
あ
る
が
、
毎
年
、

進
学
・
就
職
等
で
都
市
部

へ
流
出
し
て
し
ま
う
社
会

的
減
少
と
出
生
数
が
死
亡

数
を
下
回
る
と
い
う
自
然

減
少
が
大
き
な
原
因
で
あ

る
。最

近
は
そ
れ
に
加
え
、

漁
業
の
後
継
者
や
就
業
者

が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
原

因
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
「
え
り
も

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
や
「
第

６
期
え
り
も
町
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、
地
場
産
業
の

振
興
や
後
継
者
の
育
成
、

観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
、
出
産
か
ら
子

育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
支

援
を
行
う
な
ど
様
々
な
施

策
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
新
た
な
養
豚
牧

場
や
大
型
風
力
発
電
と
い
っ

た
民
間
企
業
の
誘
致
に
も

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
人
口
減
少
を
止

め
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

く
、
せ
め
て
減
少
の
ペ
ー

ス
を
少
し
で
も
緩
や
か
に

す
る
よ
う
検
討
し
、
必
要

な
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２７・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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本 維応議員

教職員住宅の今後は

平成35年度までに

６戸を計画

人口減少をどう止めるか

石川 昭彦議員

人口減少のペースを

緩やかにするよう検討す

老朽化が激しい本町地区の教職員住宅
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第９回子ども議会開催のお知らせ
【えりもの将来を担う子ども達に期待】

開催日時 平成30年11月7日（水）
午後3時より

開催場所 えりも町役場 ３Ｆ 議場
子ども議員 各小学校（５校）から１名ずつ、

中学校３名、高校生３名 計１１名

子ども議会は、一日だけの子ども議員が小・中・高校の各学校を代表し、町長や教育長に意見や普段感じて

いる事を質問して、真剣に語ります。

質問を受ける町側も、えりも町の将来を担う子ども達に真摯にそして丁寧な答弁を心掛けているようです。

管内で、このような形での子ども議会を開催しているのは、えりも町だけと聞いております。

今回で９回目ですが、これまで延べ１００人を超える生徒が議場で発言をした事に成ります。

えりもの子ども議会は、単なるセレモニーではなく、良い意見は取り入れられ、実現したものもあります。

いつか、この中から本当の議員が出てくる事を私達は期待しています。

町民の皆様、誰でも傍聴する事が出来ますので、子ども達の応援にご来場お待ちしております。

子ども議会の様子

平成26年12月、地元の水産加工品を中心とする返礼品の制度を

開始してから寄附額は大幅に伸び、翌年には 約5億3,900万円で

全道４位にまでなった。

その後、各自治体が返礼品の充実に加え、高額商品を送るなど

競争が過熱し、当町の寄附額も減少傾向にある。

総務省は、今年、寄附額の3割を超える物や地場産以外の物を

返礼品とする自治体を制度の対象外とし、罰則も設ける考えを示

した。各自治体は再び同じスタートラインに立ったとも言える。

こうした中、ふるさと納税の仲介サイトを運営するトラストバ

ンクの社長、須永さんは国の方針を妥当だとしながら、各自治体

に求められるのは寄附を使った事業の中身、使い道で他と差別化

すること、寄附が地域に役立ったと寄附者に実感してもらうこと

が重要だと強調している。

当町としてもふるさと納税寄附金は大きな財源となっており、

より一層の工夫が求められる。寄附者に対し、ふるさと納税で行っ

た事業に関する町民の感謝のメッセージを送るなど、寄附者と町

民の距離を縮めることも一案では・・・。

年 度 寄附金額

平成25年度 156,000円

平成26年度 231,559,202円

平成27年度 538,628,581円

平成28年度 421,616,538円

平成29年度 357,158,056円

ふるさと納税減少、さらなる工夫を
当町ふるさと納税寄附金額の推移

ふるさと納税返礼品



８
月
15
日
、
千
葉
県
富
津
市

か
ら
男
女
２
人
の
20
代
後
半
の

若
者
が
我
が
家
に
や
っ
て
き
た
。

彼
ら
は
息
子
の
友
人
で
、
２
週

間
ほ
ど
滞
在
す
る
と
の
こ
と
で
、

私
は
当
初
、
夏
休
み
を
と
っ
て

北
海
道
に
遊
び
に
来
た
の
だ
と

ば
か
り
思
っ
て
い
た
。

外
出
し
て
２
～
３
日
い
な
い

日
も
あ
れ
ば
、
一
日
中
部
屋
に

こ
も
っ
て
な
に
か
を
し
て
い
る

日
も
あ
る
。

数
日
後
、
彼
ら
と
話
を
す
る

機
会
が
あ
り
、
よ
く
よ
く
聞
い

て
み
る
と
、
富
津
市
内
に
あ
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
い
る

仲
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
の
別

の
会
社
に
勤
め
て
い
る
の
だ
が
、

通
勤
す
る
の
で
は
な
く
仕
事
は

パ
ソ
コ
ン
を
通
し
て
行
い
、
そ

れ
も
毎
日
で
は
な
く
時
に
は
近

く
の
農
家
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
し

て
い
る
そ
う
だ
。

こ
の
時
期
、
関
東
は
猛
暑
続

き
で
、
毎
年
、
避
暑
・
観
光
も

兼
ね
て
北
海
道
に
来
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。

私
た
ち
の
世
代
か
ら
す
る
と

考
え
ら
れ
な
い
働
き
方
だ
が
、

そ
う
い
う
働
き
方
を
し
て
い
る

今
時
の
若
者
は
珍
し
く
な
い
ら

し
い
。

『
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
た
。
』

え
り
も
の
夏
は
涼
し
く
、
猛

暑
に
あ
え
ぐ
本
州
の
若
者
に
は

良
い
環
境
で
あ
る
し
、
昆
布
の

陸
回
り
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
、
昆
布
の
採
ら
な
い
日
は
、

パ
ソ
コ
ン
で
仕
事
を
す
る
。
そ

ん
な
過
ご
し
方
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

空
き
家
を
再
利
用
し
た
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
を
格
安
で
提
供
す
れ

ば
、
「
夏
は
え
り
も
で
」
と
い

う
若
者
は
い
る
！

10
月
の
あ
る
日
、
新
聞
広
告

で
本
社
を
田
舎
に
移
転
す
る
と

い
う
本
を
見
つ
け
た
。

彼
は
東
京
に
本
社
を
置
く
社

員
数
６
～
７
名
ほ
ど
の
Ｉ
Ｔ
企

業
の
社
長
で
、
仕
事
の
需
要
は

あ
る
の
だ
が
、
社
員
を
募
集
し

て
も
無
名
企
業
の
悲
し
さ
で
、

会
社
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
８
年

間
、
社
員
数
は
増
え
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
状
況
の
中
、

会
社
の
業
績
も
鳴
か
ず
飛
ば
ず

の
状
態
。

彼
の
故
郷
は
、
人
口
７
０
０

０
人
の
過
疎
の
町
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
彼
は
大
ば
く
ち
を

打
つ
。
故
郷
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
開
設
し
、
「
昼
休
み

に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
ま
せ
ん
か
？
」

と
求
人
募
集
を
出
す
と
、
な
ん

と
数
人
枠
の
募
集
に
10
倍
以
上

の
応
募
が
あ
り
、
翌
年
本
社
を

移
転
。

数
年
後
に
は
、
社
員
数
４
倍
、

業
績
も
一
気
に
拡
大
し
た
の
で

あ
る
。

当
初
は
、
仕
事
と
釣
り
や
サ
ー

フ
ィ
ン
な
ど
の
趣
味
と
の
両
立
、

「
半
Ｉ
Ｔ
＋
半
趣
味
」
と
考
え

て
い
た
が
、
い
ざ
現
地
で
仕
事

を
始
め
る
と
、
草
刈
り
・
祭
り

の
準
備
・
消
防
団
の
活
動
な
ど

地
元
の
要
望
に
も
応
え
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
社
員
た
ち
は
嫌
が

る
も
の
だ
と
思
い
、
頭
を
抱
え

て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
社
員
達
は
む
し

ろ
歓
迎
す
る
若
者
が
多
く
、

「
生
き
て
い
る
実
感
が
持
て
た
」

と
い
う
。
田
舎
に
は
人
を
再
生

す
る
機
能
が
あ
る
の
だ
。

我
が
町
で
も
人
口
減
少
の
波

は
容
赦
な
く
押
し
寄
せ
、
２
０

４
５
年
に
は
２
３
０
０
人
程
度

に
人
口
が
減
る
と
い
う
予
想
だ
。

「
田
舎
に
は
仕
事
が
な
い
」
、

こ
う
い
う
観
念
に
ど
っ
ぷ
り
は

ま
っ
て
い
な
い
か
。

「
ど
こ
で
働
い
て
も
か
ま
わ

な
い
」
、
そ
う
い
う
時
代
が
や
っ

て
き
て
い
る
。

『
逆
転
の
発
想
が
必
要
だ
。
』

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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若
者
が
来
た
！

都
会
か
ら
若
者
が
や
っ
て
来
た

進
む
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
一
助
に

本
社
を

田
舎
に
移
転

え
り
も
は
ど
う
か

本
ペ
ー
ジ
は
、
９
ペ
ー
ジ

の
石
川
議
員
の
「
人
口
減
少

を
ど
う
止
め
る
か
」
の
一
般

質
問
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
体
験
談
を
掲
載
し
ま
し
た
。



え
り
も
岬
駐
在
所
所
長

さ
と
う

ひ
ろ
あ
き

佐
藤

博
昭
さ
ん
（
28
才
）

Ｑ

出
身
地
・
学
歴
は
？

Ａ

江
別
市
・
大
麻
高
校

Ｑ

好
き
な
食
べ
物
は
？

Ａ

カ
ニ
や
エ
ビ
な
ど
甲
殻
類

Ｑ

え
り
も
岬
に
住
ん
で
の
感

想
は
？

Ａ

初
め
て
住
む
地
域
で
最
初

は
不
安
で
し
た
が
、
様
々
な
行

事
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
今
は

非
常
に
楽
し
く
過
ご
す
事
が
出

来
て
い
ま
す
。
え
り
も
町
の
方

は
、
大
人
も
子
供
も
何
事
に
も

全
力
で
取
り
組
む
事
が
本
当
に

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

警
察
官
に
な
っ
た
理
由
は
？

Ａ

父
が
警
察
官
で
母
も
元
交

通
巡
視
員
と
い
う
家
庭
で
育
っ

た
た
め
、
警
察
官
と
い
う
職
が

身
近
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

駐
在
所
勤
務
の
感
想
は
？

Ａ

普
段
は
行
事
の
対
応
や
管

内
の
巡
回
等
が
業
務
の
メ
イ
ン

で
す
。
管
内
で
事
件
事
故
等
の

事
案
が
発
生
す
る
こ
と
は
非
常

に
少
な
い
で
す
。

Ｑ

大
き
な
事
件
に
携
わ
っ
た

事
は
？

Ａ

今
年
の
３
月
ま
で
札
幌
方

面
南
警
察
署
で
刑
事
第
一
課
強

行
犯
係
と
い
う
分
掌
で
勤
務
し

て
い
た
事
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

凶
悪
事
件
に
は
何
度
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Ａ

え
り
も
岬
の
強
風
に
臆
し

て
未
だ
に
バ
イ
ク
を
実
家
か
ら

持
っ
て
き
て
い
な
い
た
め
、
今

は
家
で
テ
レ
ビ
を
み
た
り
読
書

を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
？

Ａ

偉
人
等
で
尊
敬
す
る
方
は

い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ど
ん
な
立

場
の
方
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
に

課
せ
ら
れ
た
任
務
を
遂
行
し
続

け
る
事
が
出
来
る
方
を
尊
敬
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
嘘
を
つ
く

人
は
嫌
い
で
す
。

Ｑ

家
事
・
結
婚
は
？

Ａ

一
人
暮
ら
し
を
し
て
十
年

以
上
に
な
り
ま
す
が
、
料
理
は

全
く
出
来
ま
せ
ん
。
洗
濯
や
掃

除
等
の
家
事
に
つ
い
て
は
、
人

並
み
に
は
こ
な
す
と
思
い
ま
す
。

結
婚
願
望
は
あ
り
ま
す
が
、
一

人
で
は
出
来
な
い
事
で
す
の
で
、

ま
ず
相
手
を
探
す
と
こ
ろ
か
ら

始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

９
月
の
胆
振
東
部
地
震
で
山

肌
が
崩
れ
た
写
真
や
映
像
を
見

て
「
こ
ん
な
こ
と
も
起
こ
る
の

か
」
と
衝
撃
を
受
け
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

自
然
災
害
ば
か
り
で
は
な
く
、

国
の
政
策
に
よ
っ
て
も
地
方
が

大
き
く
方
向
転
換
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
町
で
も
複
合
施
設
の
建
設

が
白
紙
撤
回
さ
れ
る
微
妙
な
か

じ
取
り
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

議
会
だ
よ
り
の
発
行
目
的
の
一

つ
の
柱
で
も
あ
る
「
情
報
公
開
」

を
し
な
が
ら
、
町
民
の
方
々
に

知
っ
て
、
理
解
し
、
考
え
て
い

た
だ
く
契
機
と
な
る
よ
う
な

「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て

奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(

高
松)
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８月 ２日
日高地区軽種馬産業活性化

推進議員連盟連絡会総会

８月１４日 灯台祭り海上安全祈願祭

８月２２日 議会広報研修会

９月１２日
全員協議会

複合施設建設特別委員会

９月２１日 議会運営委員会

９月２７日

全員協議会

第2回定例会

決算特別委員会

９月２８日

決算特別委員会

第2回定例会

複合施設建設特別委員会

広報広聴常任委員会

１０月１７日 広報広聴常任委員会

１０月２９日
二常任委員会

合同所管事務調査

議会の動き

今
号
は
、
岬
駐
在
所

所

長
佐
藤
さ
ん
に
取
材
し
ま
し

た
。
好
青
年
で
地
域
に
親
し

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
各
行
事

に
も
参
加
さ
れ
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

大
変
お
忙
し
い
中
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
域
の
安

心
・
安
全
の
為
に
も
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
（
取
材
・
大
坂
）


